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６．第 1 部有料放送事業社編前篇のまとめ 
 ここまで有料娯楽コンテンツの消費者行動のモデル構築のため、有料放送事業社のＷＯＷ

ＯＷの顧客離反の消費者行動モデルに当たってきた。ＷＯＷＯＷ契約者はどのような要因が

働いて離反に至るのか、それは契約者の購買関与は契約期間中の視聴した番組の本数、番組

に対する期待の感情、視聴に費やせる可処分時間、そして支払う料金に対する値ごろ感が満

足感を低めて行き、やがてある閾値を超えると解約に至るというものであった。それでは未

加入の状態から加入にいたるまでの購買プロセスはどうか、次回はこの問題の分析に当たり

たいと思う。 
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